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⑴

係
課
と
協
議
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。
そ
の
ほ
か
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
拡
充
も
検
討
し
、

子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

土
屋　

俊
則

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　
平
成
29
年
度
の
、
保
育

所
に
申
し
込
ん
で
も
入
れ
な
か

っ
た
児
童
の
数
は
６
１
１
人
で
、

今
年
度
の
４
９
９
人
の
定
員
拡

大
で
は
解
消
す
る
に
至
っ
て
い

な
い
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
市
長
は
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
公
約
に
し
て
き
た
が
実
際
は

ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
。
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
い
つ
ま
で
に
果
た

す
の
か
、
ど
う
具
体
化
し
て
い

く
の
か
聞
き
た
い
。

　
29
年
４
月
の
入
所
保
留

児
童
数
は
６
１
１
人
だ
が
、
入

所
保
留
児
童
に
つ
い
て
は
、
転

園
を
希
望
す
る
方
や
、
１
園
の

⑸
佐
賀　

和
樹（市

民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
東
京
２
０
２
０
大
会
で
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
が

正
式
種
目
に
加
わ
り
、
鵠
沼
海

浜
公
園
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
入

場
者
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
施
設
の
老
朽

化
が
目
立
っ
て
い
る
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
、
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
施
設
整
備
の
方
向
性
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
パ
ー
ク
内
に
は
約
30
基

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
管
理
会
社
に
よ
る
目
視

の
日
常
点
検
や
、
専
門
業
者
に

よ
る
修
繕
を
実
施
し
、
お
お
む

ね
10
年
で
施
設
を
更
新
し
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
パ
ー

ク
の
利
用
者
か
ら
は
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
施
設
の
導
入
が
要

望
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
、

さ
ら
に
関
心
が
高
ま
る
事
が
想

定
さ
れ
る
中
、
管
理
会
社
で
あ

る
株
式
会
社
湘
南
な
ぎ
さ
パ
ー

ク
か
ら
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や

Ｂ
Ｍ
Ｘ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
し
て
、
新
た
な
施
設
を
導

入
す
る
た
め
、
利
用
許
可
期
間

の
延
長
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

本
市
と
し
て
は
、
当
該
地
が
鵠

沼
南
部
ポ
ン
プ
場
の
計
画
地
で

あ
る
た
め
、
許
可
条
件
を
暫
定

利
用
と
し
、
許
可
期
間
を
１
年

と
し
て
い
た
が
、
申
し
出
を
受

け
、
今
年
度
か
ら
は
許
可
期
間

を
３
年
間
に
改
め
た
。

加
藤　

一

　
　
　
（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

　
藤
沢
駅
周
辺
の
活
性
化

や
拠
点
性
の
継
続
、
向
上
に
は
、

北
口
デ
ッ
キ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
速
や
か
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
導
入
が
必
要
不
可
欠
と

考
え
る
が
、
導
入
に
向
け
て
の

本
市
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
聞

友
田　

宗
也

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　
私
有
地
や
市
有
地
に
お

け
る
未
利
用
地
な
ど
を
活
用
し

た
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
地

域
の
声
や
生
活
課
題
を
受
け
止

待
機
児
童
の
解
消

あ
ら
ゆ
る
方
策
で
努
力

き
た
い
。

　
本
市
で
は
、
北
口
デ
ッ

キ
再
整
備
工
事
が
完
了
す
る
平

成
31
年
度
内
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
導
入
を
目
指
し
、
28
年

度
に
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、
組

織
の
あ
り
方
や
運
営
方
法
な
ど

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

29
年
度
か
ら
具
体
化
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

勉
強
会
で
は
、
藤
沢
駅
周
辺

で
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
及
び
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
に
資
す
る
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入

す
る
と
い
う
方
向
性
に
、
お
お

む
ね
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
方
で
、
組
織
に
よ
る
継
続
的

な
運
営
や
経
営
の
観
点
、
各
事

業
者
、
団
体
が
参
画
や
出
資
を

判
断
す
る
観
点
か
ら
、
現
在
、

組
織
形
態
や
収
支
計
画
、
空
間

の
利
用
や
運
営
手
法
を
協
議
し

て
お
り
、
今
後
取
り
ま
と
め
て

い
く
。
31
年
度
内
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
を
見
据
え
、

庁
内
で
の
仕
組
み
、
制
度
整
備

に
向
け
た
調
整
及
び
手
続
き
を

進
め
る
べ
く
、
関
係
部
署
と
横

断
的
な
体
制
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

塚
本　

昌
紀

　
　
　
（
藤
沢
市
公
明
党
）

　
本
市
で
実
施
し
た
路
面

下
空
洞
調
査
で
、
異
常
信
号
が

確
認
さ
れ
た
箇
所
を
緊
急
性
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
る
が
、
今

後
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

調
査
結
果
を
さ
ら
に
生
か
す
た

め
に
行
っ
て
い
る
産
学
官
で
の

共
同
研
究
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
、
市
民
の
安
全
・
安

心
に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭

化
を
図
る
の
か
聞
き
た
い
。

ど
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
成
果
と
し
て
、
路
面
下

の
地
質
や
地
下
水
位
、
下
水
道

管
な
ど
の
地
下
占
用
物
が
空
洞

の
発
生
、
成
長
に
影
響
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。
今
回
の

共
同
研
究
の
成
果
を
生
か
し
、

本
市
に
適
し
た
道
路
陥
没
防
止

手
法
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
道

路
ス
ト
ッ
ク
全
体
の
強
靭
化
を

図
る
た
め
に
重
要
な
取
り
組
み

と
考
え
る
。
31
年
度
以
降
、
陥

没
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
を
活

用
し
て
生
活
道
路
の
空
洞
調
査

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
下

占
用
者
と
連
携
し
て
道
路
陥
没

防
止
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、

長
期
的
、
総
合
的
な
修
繕
計
画

策
定
や
日
常
管
理
へ
の
活
用
も

図
っ
て
い
く
。

西　

智

�

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

整
備
が
市
の
計
画
ど
お
り
に
行

わ
れ
て
も
、
今
後
、
今
以
上
の

待
機
児
童
が
出
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
が
、
整
備
計
画
終
了
後
の

待
機
児
童
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

　
平
成
28
年
９
月
に
定
員

や
施
設
整
備
数
等
を
見
直
し
、

み
の
入
所
申
し
込
み
を
さ
れ
る

方
な
ど
も
含
ま
れ
る
た
め
、
毎

年
一
定
数
は
生
じ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

保
育
需
要
を
よ
り
的
確
に
捉
え

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
25
年
度
か
ら
こ
れ
ま

で
、
認
可
保
育
所
や
小
規
模
保

育
事
業
所
な
ど
を
整
備
し
、
約

２
５
０
０
人
の
入
所
定
員
拡
大

を
図
っ
て
き
た
が
、
本
年
４
月

時
点
で
も
待
機
児
童
の
解
消
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
も
、

本
市
は
い
ま
だ
、
就
学
前
人
口

の
転
入
超
過
が
続
い
て
お
り
、

子
育
て
を
し
て
い
る
世
帯
が
藤

沢
市
に
期
待
し
、
選
ば
れ
て
い

る
結
果
だ
と
考
え
る
。

　

今
後
と
も
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
保
育
士
確
保
や
施
設
整
備

も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
尽

く
し
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

32
年
４
月
時
点
で
待
機
児
童
が

解
消
さ
れ
る
見
込
み
だ
っ
た
が
、

利
用
希
望
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

計
画
期
間
終
了
後
も
待
機
児
童

が
出
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

計
画
の
早
急
な
見
直
し
や
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
以
外
の
居
場

所
の
充
実
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
放
課
後
の
児
童
の
居
場

所
と
し
て
、
学
校
か
ら
直
接
児

童
館
へ
行
け
る
ラ
ン
ド
セ
ル
来

館
を
導
入
す
る
な
ど
、
多
様
な

子
ど
も
の
居
場
所
の
充
実
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

検
討
を
す
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
子
ど
も
の
放
課
後
の
居

場
所
は
、
児
童
館
や
地
域
子
ど

も
の
家
な
ど
へ
の
来
館
条
件
の

緩
和
や
、
地
域
の
縁
側
事
業
と

の
連
携
が
考
え
ら
れ
る
。
来
館

条
件
の
緩
和
は
、
児
童
の
所
在

や
安
全
確
認
の
面
で
課
題
が
大

き
い
が
、
地
域
の
縁
側
事
業
と

の
連
携
は
、
実
施
場
所
や
利
用

時
間
等
の
課
題
を
整
理
し
、
関

め
、
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
た
。
未
利
用
地
を
含
む
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
、
人
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め

の
地
域
資
源
と
位
置
づ
け
、
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の

活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
地
域
課

題
の
解
消
や
多
様
な
居
場
所
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
市
道
な
ど
の
空
間
を
、

新
た
な
視
点
で
積
極
的
に
活
用

し
、
都
市
課
題
の
解
決
と
公
共

的
空
間
創
出
を
同
時
に
行
う
と

い
う
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
の
有
用

性
に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
本
市
で
は
、
社
会
経
済

情
勢
や
少
子
超
高
齢
化
の
進
展

に
伴
う
人
口
構
造
の
変
化
を
踏

ま
え
、
藤
沢
駅
周
辺
地
区
で
に

ぎ
わ
い
や
交
流
、
憩
い
を
育
む

空
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
再

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
多
様
な

主
体
の
参
画
に
よ
る
プ
レ
イ
ス

メ
イ
キ
ン
グ
は
、
地
域
の
魅
力

づ
く
り
や
都
市
問
題
の
解
決
に

資
す
る
も
の
と
考
え
、
今
後
も

先
進
事
例
等
を
研
究
し
て
い
く
。

北
橋　

節
男（市

民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
藤
沢
市
街
な
み
百
年
条

例
に
よ
る
旧
東
海
道
藤
沢
宿
街

な
み
継
承
地
区
に
つ
い
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
建
築

確
認
時
に
ど
の
よ
う
な
指
導
等

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

歴
史
的
な
建
築
物
の
保
全
や
街

な
み
の
修
景
を
支
援
す
る
補
助

事
業
の
実
績
と
、
今
年
度
の
予

定
件
数
を
聞
き
た
い
。

　
条
例
施
行
か
ら
４
年
目

を
迎
え
、
本
市
で
は
地
域
の
活

性
化
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

建
築
確
認
時
に
は
、
景
観
法
に

基
づ
く
届
け
出
制
度
に
よ
り
素

材
や
形
態
、
色
彩
へ
の
配
慮
、

空
間
の
し
つ
ら
え
な
ど
、
街
な

み
誘
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
の
実
績
は
、

こ
れ
ま
で
に
11
棟
、
今
年
度
は

３
棟
の
実
施
予
定
と
な
っ
て
い

る
。　

歴
史
的
建
築
物
の
修
繕

等
は
所
有
者
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
考
え
る
が
、
そ
の
保
全

に
対
す
る
新
た
な
市
の
支
援
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
本
市
で
は
、
歴
史
的
建

築
物
の
所
有
者
等
に
対
し
て
、

外
観
の
保
全
工
事
へ
の
補
助
や
、

建
物
維
持
の
た
め
の
技
術
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

維
持
保
全
の
方
向
性
や
固
定
資

産
税
減
免
な
ど
の
支
援
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行
っ
て
お

り
、
街
づ
く
り
に
有
効
な
支
援

に
つ
い
て
関
係
部
署
と
連
携
し

な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

東
木　

久
代（

藤
沢
市
公
明
党
）

　
本
市
の
西
北
部
地
域
は
、

潜
在
的
な
魅
力
が
観
光
資
源
と

し
て
磨
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
と

考
え
る
が
、
地
域
資
源
や
イ
ベ

ン
ト
を
市
は
ど
う
把
握
し
、
そ

の
魅
力
創
出
に
つ
い
て
支
援
し

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

西
北
部
の
観
光
ル
ー
ト
開
発
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
西
北
部
地
域
に
は
、
自

然
豊
か
な
観
光
資
源
が
ふ
え
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の

魅
力
創
出
に
向
け
て
は
、
地
域

住
民
が
中
心
と
な
り
、
豊
か
な

自
然
環
境
と
地
域
資
源
を
生
か

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
普
段
か
ら
相
談
を

受
け
た
り
企
画
案
な
ど
を
一
緒

に
考
え
育
ん
で
き
た
も
の
も
あ

る
。
地
域
の
方
々
が
立
ち
上
げ

た
取
り
組
み
が
将
来
に
向
け
て

西
北
部
全
体
の
さ
ら
な
る
盛
り

上
が
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地

域
住
民
の
思
い
を
受
け
止
め
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
観
光
協

会
と
連
携
し
て
西
北
部
地
域
を

含
む
観
光
資
源
を
周
知
し
て
き

て
い
る
ほ
か
、
神
奈
川
県
観
光

魅
力
創
造
協
議
会
で
は
、
西
北

部
地
域
を
含
め
た
モ
デ
ル
ル
ー

ト
の
造
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
と
し
て
も
、
そ
の
有
効
活
用

の
た
め
、
協
議
会
の
中
で
開
催

さ
れ
る
商
談
会
等
へ
の
積
極
的

な
参
加
や
、
ル
ー
ト
を
公
式
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
効
果
的
に

周
知
す
る
手
法
の
検
討
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

空間を新たな視点で積極的に活用
プレイスメイキング

未利用地を地域資源と位置づける

　
本
市
は
、
路
面
下
空
洞

調
査
の
結
果
を
生
か
し
て
い
く

た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
、
民
間

調
査
会
社
と
共
同
研
究
を
進
め

て
お
り
、
空
洞
、
陥
没
に
対
す

る
脆
弱
性
を
評
価
す
る
陥
没
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
の
開
発
な

西
北
部
の
周
遊
ル
ー
ト

地
域
資
源
で
魅
力
創
出

放
課
後
児
童
の
居
場
所

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
充
実

歴
史
的
建
築
物
の
保
全

新
た
な
支
援
の
検
討
を

路
面
下
の
空
洞
調
査

道
路
の
強
靭
化
に
活
用

藤
沢
駅
北
口
の
再
整
備

活
性
化
の
手
法
を
検
討

エリアマネジメント導入に先行して再整備工事が進められる北口デッキ

豊かな自然環境と地域資源を活用した「れんげの里まつり」＝宮原

多くの利用客でにぎわう週末の鵠沼海浜公園スケートパーク

鵠
沼
海
浜
公
園
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

　

暫
定
利
用
の
許
可
期
間
を
延
長

　
　
　  

新
た
な
施
設
の
導
入
を
促
進
す
る


